
総
務
大
臣
表
彰
（
平
成
22
年
国
勢
調
査
）

　
指
導
員
　
馬
込
　
正
彦
　
（
小
川
）

　
指
導
員
　
渡
邉
　
長
子
　
（
両
津
夷
）

　
指
導
員
　
丸
山
　
生
子
　
（
小
木
町
）

　
調
査
員
　
小
野
　
久
榮
　
（
梅
津
）

　
調
査
員
　
古
城
　
明
子
　
（
春
日
）

新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　
調
査
員
　
荒
　
　
芳
信
　
（
加
茂
歌
代
）

　
調
査
員
　
石
塚
　
照
子
　
（
徳
和
）

　
調
査
員
　
伊
藤
　
幸
代
　
（
河
原
田
諏
訪
町

）

　
調
査
員
　
馬
込
　
正
彦
　
（
小
川
）

　
調
査
員
　
尾
畑
　
順
一
　
（
名
古
屋
）

　
調
査
員
　
金
子
　
ひ
と
み
（
小
木
町
）

　
調
査
員
　
神
藏
　
知
津
子
（
三
瀬
川
）

　
調
査
員
　
計
良
　
清
榮
　
（
入
川
）

　
調
査
員
　
小
濱
　
庸
子
　
（
竹
田
）

　
調
査
員
　
近
藤
　
勤
　
　
（
八
幡
）

　
調
査
員
　
齋
藤
　
達
彦
　
（
栗
野
江
）

　
調
査
員
　
佐
藤
　
進
　
　
（
岩
首
）

　
調
査
員
　
萩
野
　
智
惠
子
（
椿
）

　
調
査
員
　
矢
川
　
和
彦
　
（
宮
川
）

 

調
査
の
目
的
　

　
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
全
産
業
分
野

に
お
け
る
事
業
所
お
よ
び
企
業
の
経
済
活

動
の
状
況
を
全
国
的
お
よ
び
地
域
別
に
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
種
統
計
調
査

の
基
礎
と
な
る
母
集
団
情
報
の
整
備
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 

調
査
の
期
日

　
平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

 

調
査
の
対
象 

　
全
国
す
べ
て
の
企
業
、
す
べ
て
の
事
業

所
が
対
象
で
す
。

 

調
査
事
項 

　
経
営
組
織
、
事
業
所
の
開
設
時
期
、
従

業
者
数
、
事
業
所
の
主
な
事
業
の
内
容
、

売
上
お
よ
び
費
用
の
金
額
、
事
業
別
売
上

金
額
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

こ
の
調
査
は
報
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す 

　
こ
の
調
査
は
、
「
統
計
法
」
（
平
成
19
年

法
律
第
53
号
）
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
た

基
幹
統
計
調
査
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
法
律
で
は
、
基
幹
統
計
調
査
を
受
け

る
人
に
は
報
告
の
義
務
を
、
ま
た
、
調
査
を
実

施
す
る
関
係
者
に
は
調
査
に
よ
っ
て
知
っ
た

こ
と
を
他
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
を

規
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
反
し

た
と
き
に
は
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的

以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
の
方
法

○
単
独
の
事
業
所
（
支
社
等
を
持
た
な
い
企
業
）

　
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
平
成
24
年
１
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
各
事
業
所
に
伺
っ
て
調
査
票
を
配

布
し
、
２
月
か
ら
調
査
票
の
回
収
に
伺
い
ま
す
。

○
支
社
等
を
持
つ
企
業

　
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
¦

活
動
調
査
　
調

査
事
務
局
が
平
成
24
年
１
月
に
直
接
企
業
本
社

へ
調
査
票
を
郵
送
し
て
、
郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
査
票
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
11
月
18
日
、
第
22
回
新
潟
県
統
計
大
会
が
新
潟
県
民
会
館
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
で
は
、
統
計
思
想
の
普
及
啓
発
と
、
多
年
統
計
調
査
に
従
事
し
そ
の

成
績
が
特
に
優
秀
な
調
査
員
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
県
内
の
統
計
関
係
者
の
志
気

の
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

統計調査事業に功績

  ～秋の叙勲受章～
　秋の叙勲において、寺島秀四

郎さん（多田）が『瑞宝単光章』

を受章されました。寺島さんは、

昭和38年から統計調査員として

114回もの調査に従事され、適

正かつ正確な調査の遂行にご尽

力されました。今回は、その功

績が称えられたものです。

　おめでとうございます。

ずいほうたんこうしょう

経済センサスについては、こちらをご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/e-census/campaign/index.htm

お問い合わせ
市役所地域振興課 地域振興係（統計事務室）☎63-3232（直通）

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村

平成２４年経済センサス 活動調査 検 索

統
計
指
導
員
・
調
査
員
な
ど
を
表
彰  

〜 

第
22
回 

新
潟
県
統
計
大
会 

〜

平
成
24
年 

経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査

　
　
　
　
　
　
　
経
済
の
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
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12
月
10
日
、
中
国
か
ら
借
り
受
け
飼
育

さ
れ
て
い
る
３
羽
の
ト
キ
か
ら
生
ま
れ
た

こ
ど
も
の
う
ち
、
半
数
の
８
羽
が
中
国
へ

返
還
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
環
境
省
と

中
国
政
府
・
国
家
林
業
局
と
の
間
の
覚
書

に
基
づ
く
も
の
で
、
中
国
へ
の
ト
キ
返
還

は
平
成
14
年
の
２
羽
か
ら
始
ま
り
、
今
回

で
５
回
目
、
総
数
36
羽
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
返
還
さ
れ
た
ト
キ
は
、
平
成
22
年

生
ま
れ
が
５
羽
（
オ
ス
３
羽
、
メ
ス
２

羽
）
、
平
成
23
年
生
ま
れ
が
３
羽
（
オ
ス

３
羽
）
の
合
計
８
羽
で
す
。

　
こ
の
日
の
早
朝
、
８
羽
の
ト
キ
は
専
用

の
木
箱
に
入
れ
ら
れ
佐
渡
を
出
港
し
、
新
潟

空
港
か
ら
中
国
上
海
へ
と
移
送
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
中
国
に
お
け
る
ト
キ
は
１
６
１

７
羽
で
、
そ
の
う
ち
放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
は
９

９
７
羽
に
な
る
そ
う
で
す
。
８
羽
の
ト
キ

は
、
今
後
、
浙
江
省
徳
清
に
あ
る
施
設
で
飼

育
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
返
還
に
関
す
る
署
名
式
が
新
潟
空

港
で
行
わ
れ
、
日
中
代
表
団
が
出
席
し
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
中
国
側
の
代
表
は
「
今
後

も
、
ト
キ
が
日
中
の
か
け
は
し
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
　
生
物
多
様
性
推
進

室
　
ト
キ
政
策
係
（
第
２
庁
舎
）

☎
63
―
３
７
６
１

　
鉱
脈
を
深
く
掘
り
進
む
に
つ
れ
て
、
「
水

敷
」
（
水
没
）
に
な
っ
た
り
、
「
気
絶
」
（
酸

欠
状
態
）
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
「
煙
貫
」
（
換
気

坑
）
や
「
水
貫
」
（
排
水
坑
）
を
掘
る
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な

鉱
脈
を
探
る
た
め
の
坑
道
で
あ
る
「
間
切
」

も
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
工
事
に
は
、
正
確
な
測
量
が

必
要
で
す
。
こ
の
作
業
を
行
う
技
術
者
を

「
振
矩
師
」
と
い
い
、
佐
渡
奉
行
所
に
雇
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
算
術
に
も
た
け
て
お
り
、

幕
末
に
は
「
算
術
指
南
方
」
と
し
て
、
和
算

を
教
え
る
者
も
い
ま
し
た
。
振
矩
師
は
水

準
器
や
羅
針
盤
、
下
げ
ふ
り
・
分
度
器
な

ど
を
用
い
て
、
方
向
や
こ
う
配
、
距
離
な
ど

を
測
定
し
ま
し
た
。

　
元
禄
４
年
（
１
６
９
１
）
７
月
か
ら
同
９

年
５
月
ま
で
か
か
っ
て
完
成
し
た
、
全
長
９

２
２
ｍ
の
南
沢
疎
水
坑
は
、
工
区
が
３
区
に

区
分
け
さ
れ
、
同
時
に
６
か
所
か
ら
掘
り

進
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
誤

差
も
な
く
掘
り
ぬ
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

測
量
し
た
の
が
静
野
与
右
衛
門
（
生
没
不

明
）
と
い
う
振
矩
師
で
す
。

　
さ
て
、
絵
図
に
は
、
「
間
切
改
め
」
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　
１
か
月
ご
と
に
、
ど
の
程
度
掘
り
進
ん

だ
の
か
、
山
方
役
・
目
付
役
・
御
番
所
役
立
会

い
の
も
と
に
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
頭
で

「
間
縄
」
（
巻
尺
）
を
持
っ
て
距
離
を
測
っ
て

い
る
の
が
振
矩
師
で
す
。
宝
暦
〜
文
政
年
間

（
１
７
５
１
〜
１
８
３
９
）
の
頃
の
振
矩
師
の

待
遇
は
二
人
扶
持
（
１
日
あ
た
り
米
１
升
）
、

御
給
銭
１
貫
３
４
８
文
。
こ
の
下
に
「
見
習
」

「
助
」
「
助
見
習
」
が
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く
（
6
）

　
　
　
　
　
　
― 

坑
道
を
測
る 

―

署名式の様子

間切改め。奉行所の役人や振矩師は天辺をかぶっている。
（｢佐渡銀山往時之稼行絵巻｣から）

中
国
へ
ト
キ
８
羽
を
返
還

せ
っ
こ
う
し
ょ
う
と
く
せ
い

み
ず

け
た
え

け
ん
な
わ

し
き

　11月27日、トキ交流会館においてト

キガイド検定試験が行われ、試験を受け

た17名全員が合格しました。合格者は

佐渡市トキガイドとして認定され、予約

を受けたお客様と一緒にトキ関連施設を

めぐりながら、トキについての説明や観

察マナーなどを解説することができるよ

うになります。

新たに17名がトキガイド認定

け
む
り
ぬ
き

み
ず
ぬ
き

ふ
り
が
ね
し

け
ん
ぎ
り

てへん

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

86
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松
ヶ
崎
中
学
校
は
、
市
内
で
生
徒
数

が
最
も
少
な
い
極
小
規
模
校
で
す
。
生
徒

達
は
、
豊
か
な
自
然
と
地
域
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
松
ヶ
崎
中
学
校
と
い
え
ば「
学
校
林
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
伝
統
が
あ
る
の
が
学

校
林
活
動
で
す
。
創
立
ま
も
な
い
昭
和

25
年
に
松
の
植
林
を
始
め
、
そ
の
後
現

在
に
至
る
ま
で
毎
年
、
学
校
林
の
作
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
第

一
学
校
林
は
、
松
枯
れ
で
全
て
伐
採
し

て
、
学
校
の
管
理
を
離
れ
ま
し
た
が
、

第
二
か
ら
第
四
学
校
林
で
は
、
現
在
も

生
徒
達
が
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
協

力
を
得
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
植
林

を
し
た
当
時
と

今
で
は
、
社
会

が
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
が
、

松
ヶ
崎
を
愛
す

る
心
は
、
変
わ

る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
環
境

教
育
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
教
育
の
最
先

端
を
行
く
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
達
が
、
毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い

る
活
動
に
鼓
童
文
化
財
団
研
修
所
の
研
修

生
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
交
流

も
、
既
に
10
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。
太

鼓
等
の
音
楽
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
研
修
生
の
姿
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
体
験
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
達
は
、
研
修
生
と
「
友
情
ソ
ン

グ
」
を
歌
っ
た
り
、
太
鼓
演
奏
を
聴
い
た

り
、
自
分
自
身
の
生
き
方
を
語
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
現
在
地
の
木
造

校
舎
か
ら
、
松
ヶ
崎
小
学
校
と
の
連
携
校

と
し
て
、
現
松
ヶ
崎
小
学
校
校
舎
と
増
築

さ
れ
た
新
校
舎
へ
移
転
し
ま
す
。
校
舎
は

替
わ
っ
て
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
今
後
も
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
両
津
支
所
内
）

　
☎
23
―
４
８
９
８

　
約
２
０
０
０
万
年
前
の
大
昔
、
日
本

列
島
は
ま
だ
大
陸
の
一
部
で
し
た
。
そ

の
後
、
大
陸
の
一
部
が
割
れ
始
め
、
現

在
の
日
本
海
に
な
る
海
が
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
海
に
初
め
て
た
ま
っ
た
地

層
が
、
西
三
川
・
砂
金
山
ジ
オ
サ
イ
ト

や
、
相
川
・
金
銀
山
ジ
オ
サ
イ
ト
で
見

ら
れ
ま
す
。

　
日
本
海
に
一
番
最
初
に
た
ま
っ
た
の

は
、
お
も
に
砂
の
地
層
で
し
た
。
た
く

さ
ん
の
砂
が
た
ま
っ
た
海
底
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
生
き
も
の
が
住
ん
で
い
ま
し

た
。
人
の
顔
ほ
ど
も
あ
る
カ
キ
や
、
手

の
ひ
ら
ほ
ど
の
大
き
さ
の
ホ
タ
テ
貝
も

あ
れ
ば
、
米
粒
よ
り
も
小
さ
く
、
顕
微

鏡
を
使
わ
な
け
れ
ば
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
生
き
も
の
の
化
石
も
見
ら
れ
ま

す
。
西
三
川
で
は
一
緒
に
砂
金
も
た
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
日
本
海
に
砂
の
地
層
が
た
ま
っ
た
こ
と

で
、
海
底
に
生
き
も
の
が
増
え
た
の
で
す
。

そ
こ
か
ら
１
６
０
０
万
年
の
時
が
経
ち
、

私
た
ち
人
間
が
佐
渡
で
生
活
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
一
番
最
初
の

日
本
海
の
地
層
を
佐
渡
で
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
一
年
の
始
ま
り
は
元
旦
か
ら
。
私
た
ち

の
始
ま
り
は
日
本
海
か
ら
！
今
年
も
み
ん

な
で
ジ
オ
パ
ー
ク
を
推
進
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

　
☎
23
―
２
１
０
０

春の学校林作業（第二学校林）

第１回鼓童交流会（鼓童研修所･旧岩首中）

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
⑨

日
本
海
の
は
じ
ま
り
は
…
？

下記の日程でミニシンポジウム

と特別講演会を実施します。

日時　2月25日（土）
・ジオパーク市民講座

　ミニシンポジウム　

　午前10時～正午

・特別講演会

　午後1時30分～午後3時

場所
　佐渡島開発総合センター３階

ミニシンポジウム
　　 ＆ 特別講演会
同時開催のお知らせ

お誘い合わせの
うえ、ふるってご
参加ください！

佐
渡
市
立 
松
ヶ
崎
中
学
校
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11
月
15
日
、
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
、
寿
大
学
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
寿
大
学
は
、
第
一
に
健
康
を
保
ち
、
第

二
に
生
き
が
い
を
見
出
す
と
と
も
に
学
習
の

成
果
を
地
域
社
会
の
中
に
生
か
し
て
、
仲
間

と
共
に
は
り
の
あ
る
人
生
を
過
ご
す
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
、年
９
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
６
回
目
と
な
る
今
回
は
、
木
の
実
や
草

木
を
使
っ
た
『
う
さ

ぎ
』
の
制
作
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
講
師
の

神
田
ひ
ろ
み
さ
ん
の

作
品
を
見
た
と
き
は

「
う
わ
ー
、
か
わ
い

い
」
と
い
う
声
が
あ

が
り
ま
し
た
が
、
時

間
が
た
つ
に
つ
れ

「
う
ー
ん
」
と
い
う

た
め
息
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
よ
り
時
間
を
延
長
し
、
お
昼
ま
で
行

い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
完
成
は
難
し
い
状

況
で
し
た
。

　
「
仕
上
げ
は
自
宅
で
」
と
会
を
閉
じ
ま
し

た
が
、
参
加
さ
れ
た
寿
大
学
生
の
自
宅
で

『
う
さ
ぎ
』
が
微
笑
ん
で
い
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
真
野
地
区
で
は
、
年
２
回
「
こ
と
ぶ
き
講

座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
２
回
目
と
し

て
、
11
月
22
日
に
「
原
始
・
古
代
の
遺
跡
を

歩
く
」
を
行
い
、
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

真
野
を
は
じ
め
畑
野
、
新
穂
、
両
津
、
金

井
、
相
川
の
古
墳
や
貝
塚
・
玉
作
り
遺
跡
を

た
ど
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
降
り
る
た
び

に
小
雨
も
あ
が
り
、
気
持
ち
よ
く
ま
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
古
墳
や
遺
跡
が
あ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
詳
し
く
分

か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
講
師
の
羽

生
令
吉
さ
ん
の
話
を
聞
く
ご
と
に
、
古
代
の

佐
渡
の
人
の

生
活
状
況
や

風
習
が
手
に

取
る
よ
う
に

想

像

で

き

て
、
と
て
も

印
象
に
残
る

一
日
と
な
り

ま
し
た
。

寿
大
学
　
　
　
　
　
　
　（
金
井
地
区
）

こ
と
ぶ
き
講
座
　 

　
　（
真
野
地
区
）

演題　『絵本。童話への旅』
日時　3月10日（土）午後1時～午後3時
場所　中央図書館　2階　講座室
先生の書かれた絵本や童話を、たくさん寄贈し

ていただいています。

コーナーを設けてい

ますので、ぜひご覧く

ださい。

　金井新保在住の近藤浄太様より、旧金

井町長時代の「忙中閑記」以後の文章と

昭和59年10月からの朝の随想をまとめた

『朝の随想　続坊主町長の忙中閑記』を
各図書館にご寄贈いただきました。ありが

とうございました。

もう読みましたか？ 図書館人気ベスト10

舟崎克彦先生 講演会
（児童文学者・白百合女子大学教授）

 平成23年　貸出図書ベスト１０　
①麒麟の翼 ……………………… 東野 圭吾：著 講談社

②KAGEROU …………………… 齋藤 智裕：著 ポプラ社

③１Q84　BOOK 3……………… 村上 春樹：著 新潮社

④１Q84　BOOK 1……………… 村上 春樹：著 新潮社

⑤新参者 ………………………… 東野 圭吾：著 講談社

⑥もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』

　を読んだら …………………… 岩崎 夏海：著 ダイヤモンド社

⑦小暮写眞館 ………………… 宮部 みゆき：著 講談社

⑧あんじゅう ………………… 宮部 みゆき：著 中央公論新社

⑨往復書簡 ……………………… 湊 かなえ：著 幻冬舎

⑩老いの才覚 …………………… 曽野 綾子：著 ベストセラーズ

 平成23年　予約図書ベスト１０　
①マスカレード・ホテル ……… 東野 圭吾：著 集英社

②真夏の方程式 ………………… 東野 圭吾：著 文藝春秋

③謎解きはディナーのあとで…… 東川 篤哉：著 小学館

④境遇 …………………………… 湊 かなえ：著 双葉社

⑤おまえさん ………………… 宮部 みゆき：著 講談社

⑥花の鎖 ………………………… 湊 かなえ：著 文藝春秋

⑦花明かり ……………………… 山本 一力：著 祥伝社

⑧黄泉から来た女 ……………… 内田 康夫：著 新潮社

⑨紅梅 …………………………… 津村 節子：著 文藝春秋

⑩百歳 …………………………… 柴田 トヨ：著 飛鳥新社

ありがとうございました

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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　両津地区（羽二生）出身の彫刻家・親松英治さん（神奈川県藤沢市在住）の作品
「春雷」が、第43回日展で最高賞となる内閣総理大臣賞に輝きました。受賞作は、高
さ2メートル25センチ、幅1メートル20センチ、奥行き49センチの大作です。
　親松さんに喜びの声などをお聞きしました。

●受賞作品は、どんな作品ですか？
　早春の野に放たれた若駒が突然の雷鳴に驚いて天を蹴り上げる構図で制
作しました。背にハープを取り付けたのは、雷鳴をイメージしています。
古来、春の女神はハープを手に持つ中国の故事にちなんだものです。現代
のスピードと単純化の感覚を作品に取り入れ細部をはぶき、大胆に面と線
を強調して制作しました。単なる写実ではなく、写実と抽象の接点を求め
て制作しました。これで現代感覚のある作品ができました。
●喜びの声をひとこと
　審査主任から「作品は熱情と詩情にあふれた大作で、馬の細部表現を省
略し、ダイナミックな動勢を空間に大らかに自然に構成し、その存在感は
量感を伴って的確である。作者の感性による独自な様式化は、永年にわた
る作者の内実の輝きも加わり、生命感のある秀作である。」と評されて受
賞につながったことは私の喜びです。何よりも、今までの写実主義から抜
け出して、抽象化へ一歩前進したことが嬉しいです。
●佐渡の皆さんへメッセージを
　豊かな古典芸能に育まれた佐渡の人情と感性が、多くの作家を育んでい
ます。芸術は風土から生まれるものであるので、これからも佐渡の風土人
情が変わることなく続いていくことを祈っています。芸術が盛んなときに
国が栄え、芸術が衰えるとき国も衰えるのですから、芸術を興し、精神を
昂揚し、佐渡の活力を高めたいものです。

親松英治さんプロフィール：1934年（昭和9年）、旧両津市に生まれる。清水多嘉示氏、
橋本朝秀氏などに師事。1961年、武蔵野美術大学彫刻科研究科修了。1978・83年、日
展特選。1981年、木彫マリア観音像を制作しローマ法王ヨハネパウロ２世に献納。
1990年、97年、2004年、日展審査員。現在、日展評議員を務める。佐渡市内にも多数
の作品が展示されています。

親松英治さん　日展・彫刻部門で内閣総理大臣賞

「美佐渡会」は、島内の旅館やホテルの女将たちに

より構成される会です。志を持った仲間が集い、身

近な問題解決に挑戦し、それらの結果を組織内外に

啓発する活動に取り組んでいます。エコアイランド

を目指す佐渡において、何度でも使える「えこ箸」

を提案し普及に努めた結果、現在では観光施設でほ

ぼ浸透し、多くの飲食店でも使われるようになりま

した。その他、エコタオル作成や清掃活動、ゴミの

減量化等、様々なエコチャレンジ活動にも取り組ん

でいます。

　このような取組みが高く評価され、第16回新潟県

環境賞が贈られました。

「美佐渡会」が第16回新潟県環境賞を受賞
　小木中学校の「ふるさとを愛する心と表現する力

をはぐくむ活動～宿根木観光ボランティアガイド活動」

が第42回博報賞（教育活性化部門）を受賞しました。

　博報賞は、日常の教育現場で貢献・努力されてい

る、学校・団体・教育実践者を顕彰するものです。

審査講評では、「部活動として地元の観光ボランティア

に、全校生徒の半数以上が参加し、その活動を通して

ふるさとに誇りを持つとともに、見知らぬ他者とのコ

ミュニケーションをすることで表現力を身につけるなど

の、生徒たちの活き活きした成長が見られる。ま

た、地域住民とも一体化した活動へと発展しており、

地元の活性化にも貢献している。」と評価されました。　

小木中学校が博報賞を受賞
み さ と か い

親松さんと内閣総理大臣賞受賞作品「春雷」

両津欄干橋に
ある親松さんの
作品「いさりび」

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
就
職
に
役
立
つ

資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
指
定
さ
れ
た
講
座

を
受
講
し
た
場
合
、
受
講
に
要
し
た
経
費
の

う
ち
20
％
を
上
限
と
し
て
講
座
終
了
後
に
給

付
し
ま
す
。
た
だ
し
給
付
額
が
10
万
円
を
超

え
る
場
合
は
10
万
円
を
上
限
と
し
、
４
千
円

を
超
え
な
い
場
合
、
給
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
要
件

・
児
童
扶
養
手
当
支
給
水
準
の
母
子
世
帯
で

あ
る
こ
と

・
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受

給
資
格
を
有
し
て
い
な
い
こ
と

・
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職
に
つ
く

た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と

※
講
座
受
講
前
に
指
定
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
社
会
福
祉
課
　
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
63
―
５
２
２
２

　
佐
渡
で
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
で
Ｂ
型
肝

炎
と
診
断
さ
れ
る
方
が
県
平
均
の
約
２
倍
以

上
と
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
40
歳
以
上
の
方
で
一
度
も
検
査
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
検
査
を

受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
検
査
は
無
料
匿
名

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
く

だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
13
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
７
時

　
　
　
２
月
27
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
佐
渡
保
健
所
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
│
１
）

料
金
　
無
料 

申
込
み
　
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
。
相
談
電
話
（
74
―
４
３
０
０
）

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
日
本
で
は
１
日
に
約
４
人
が
、
新
た
に
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
ま
す
。
エ
イ

ズ
は
特
別
な
人
だ
け
が
か
か
る
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま

せ
ん
。
検
査
は
、
無
料
匿
名
で
、
感
染
し
て

い
な
い
と
い
う
結
果
で
あ
れ
ば
約
１
時
間
で

結
果
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時
　
２
月
13
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
２
月
27
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
佐
渡
保
健
所
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
│
１
）

料
金
　
無
料 

申
込
み
　
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
。
相
談
電
話
（
74
―
４
３
０
０
）

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１
月
17
日
（
火
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場
　
伝
統
文
化
と
環
境
福
祉
の
専
門
学
校

講
師
　
法
テ
ラ
ス
佐
渡
法
律
事
務
所 

弁
護
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
島
俊
彦
さ
ん

　
　
日
本
社
会
福
祉
士
会
・
佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
藤
信
宏
さ
ん

※
グ
ル
ー
プ
で
の
本
音
の
討
議
や
、
講
師
へ

の
質
問
な
ど
、
互
い
に
話
し
合
う
こ
と
で

自
分
の
疑
問
、
不
安
も
解
消
し
ま
す
。

会
費
　
５
０
０
円
　
（
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
）

お
問
い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐
渡
の
福
祉
ゆ
い

　
☎
０
９
０
―
１
４
５
１
―
３
３
４
５

有
　
料
　
広
　
告

新潟県交通災害共済
見舞金の請求はお済みですか？

見舞金の請求期間は交通災害を

受けた日から起算して「1年以内」

です。

もう一度ご確認を！

お問い合わせは

　佐渡市役所総務課

　防災安全係（☎63-5135）まで

　自衛隊佐渡地区協力団体の共催に

より、「東日本大震災における自衛隊の

活動の概要」と題した講演会が開催さ

れます。

　講師には、被災地において実際に指

揮をとられた吉田賢一郎さん（自衛隊

新潟地方協力本部長）をお招きします。

　災害派遣における自衛隊の活動状況

を幅広く知ってもらうため、多くの皆様

からご参加いただきたいと思います。参

加は無料ですが、席に限りがあります

ので事前にお申し込みください。

日時　1月29日（日）午後4時～5時　

場所　ホテル大佐渡

申込期限　1月20日（金）

申込み・お問い合わせ

　自衛隊佐渡地区協力団体事務局

　（自衛隊佐渡駐在員事務所内）

　☎63－4512

講師：吉田賢一郎さん
　　（自衛隊新潟地方協力本部長）

防衛講演会 のお知らせ

有
料
広
告
募
集
中
！
　

詳
し
く
は
、市
役
所
総
務
課 

広
報
広
聴
係
　

☎
63―

３
１
１
１ 

ま
で

第
24
回
種
火
の
会

佐
渡
の
福
祉
の
知
ら
れ
ざ
る
危
機

〜
後
見
人
の
な
り
手
が
見
つ
か
ら
な
い
!?
〜

福
　
祉
　
健
　
康

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

佐
渡
市
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
の
お
知
ら
せ

肝
炎（
Ｂ
・
Ｃ
型
）の
相
談
・
検
査
の
ご
案
内

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
の
ご
案
内

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
へ
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特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
新
町
団
地
（
真
野
）

　
所
在
地
　
真
野
６
５
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
建
て
（
１
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
12
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
５
万
６
０
０
０
円
（
定
額
）

　
県
営
住
宅
　

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
浜
町
１
番
地
１

規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
54
年
度
建
設

募
集
戸
数
　
１
戸

月
額
家
賃
　
１
万
４
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
２
万
９
３
０
０
円

申
込
方
法
　

市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口

へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　

　
１
月
31
日
（
火
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　

２
月
下
旬
（
応
募
数
に
よ
り
期
間
が
延
び

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項

　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
２
名

○
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※

事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課 

住
宅
係 

☎
63―

５
１
１
８

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

　
佐
渡
市
に
本
店
・
主
た
る
事
務
所
な
ど
を

置
く
会
社
や
法
人
の
登
記
事
務
は
、
現
在
、

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局
が
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
24
年
１
月
30
日
（
月
）
か

ら
、
新
潟
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門
に
お

い
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
会
社
や
法
人
の
登
記
に
か
か
る
登

記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
事
務

（
動
産
・
債
権
譲
渡
登
記
に
か
か
る
概
要
記

録
事
項
証
明
書
の
交
付
事
務
を
含
む
）
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
佐
渡
支
局
で
も
取
り
扱

い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
や
建
物
の
登
記
事
務
（
不
動

産
登
記
事
務
）
に
つ
い
て
は
、
取
扱
い
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
ま
で
ど
お
り
佐

渡
支
局
で
取
り
扱
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

新
潟
地
方
法
務
局
　
法
人
登
記
部
門
　

☎
０
２
５―

２
２
２―

１
５
６
１（
自
動
音
声
案
内
）

★
面
談
方
式
で
す
。事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１
月
23
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担

保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記
問
題

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト

ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産

等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の

も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内

縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈

与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・
死
因
贈
与
・

信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続

き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部 

☎
55―

３
１
１
７

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
④
」
に
加
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に

該
当
す
る
こ
と
。

・
新
町
団
地
「
⑥
」

・
お
り
と
住
宅
「
⑤
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公
租
公

課（
市
税
な
ど
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が

い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の

い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０

円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で

あ
る
こ
と

募集･採用、配置転換、いじめ･嫌がらせ（パ

ワハラ）など、労働問題に関するあらゆる

分野の相談に無料で応じています。

開設時間　　

　平日　午前8時30分～午後5時15分

お問い合わせ　

　新潟労働局　佐渡総合労働相談コーナー

　(佐渡労働基準監督署内 )　☎23―4500

困っていませんか 職場のトラブル

お
　
知
　
ら
　
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

会
社
・
法
人
登
記
事
務
の

取
扱
庁
が
変
わ
り
ま
す
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  科学的健康シェイプアップ教室　
　ダイエット（ウエスト最高21㎝減、体重最高10㎏減）、

シェイプアップ（プロポーションや姿勢など）、生活習慣

病、運動技能向上に効果あり！

　日程　1月19日～2月末、毎週木曜日（7回）コース 
　　　昼の部　14：00～15：30　夜の部　18：30～20：00

　内容　有酸素運動、ストレッチ、軽い筋力トレーニング、
　　　　栄養指導

　対象・定員　18歳以上の男女、昼・夜の部ともに各10名
　受講料　3,000円（トレーニング室使用料は別途必要）

  成人水泳教室　
　日程　１月12日・19日・26日（木）19：00～20：00
　対象　18歳以上の男女　　
　受講料　2,000円（プール使用料は別途必要）

  1時間ショートレッスン　
　受講希望日を申告してください。指導者の日程を確認

し、決定します。初心者の方も気軽にご参加ください。

　◆トレーニング講習会
　　対　象　小学生以上　　受講料　1名500円

グループでの受講希望はご相談ください。各種スポー

ツ相談も１時間ショートレッスンで対応しています。

　◆水泳講習会
　　対　象　18歳以上の男女（１名2回までの受講が可能）

　　受講料　1回　受講料800円

　　１名～グループでの受講も可能です。

※各教室ともに別途施設使用料が必要です。詳細は佐渡ス

ポーツハウス事務室までお問い合わせください。

お問い合わせ　
佐渡スポーツハウス ☎55-2566 申込受付9：00～20：00

　昭和24年1月26日は法隆寺金堂が火災に遭

い、貴重な壁画が焼失した日です。これを受

けて、この日が「文化財防火デー」と定めら

れました。貴重な文化財を火災から守るた

め、全国的に文化財防火運動が展開されま

す。佐渡市では、文化財の愛護と防火意識の

高揚を図ることを目的に、消防訓練を行いま

す。

※訓練では実際にサイレンを鳴らしますの

で、火災と間違わないようお願いします。

日時　１月22日（日）10：00～11：00
場所　椎崎諏訪神社能舞台　周辺（原黒724）
お問い合わせ　市役所世界遺産推進課文化財室
（金井コミュニティセンター内） ☎63-3195

いよいよスキーシーズン到来! !

今年も市民無料感謝デーを

開催します。スキー・スノー

ボード教室もありますので、

初心者の方もお気軽にお越し

ください！ 

　

日時　2月5日（日）
　　　9：00～15：30

内容　リフト利用無料
　　　貸しスキー・ボード無料

　　　スキー・ボード教室(午前・午後)無料

　　　先着150名様に豚汁サービス

※無料送迎バスを運行しますので、希望する

方はお申し込みください。（先着90名）

　行き　金井コミュニティセンター8：40発

　帰り　平スキー場15：30発

・バスを利用される方は8：30までに金井コ

ミュニティセンターへお集まりください。

・申込みをされた方が優先となりますので、

ご注意ください。

・8：30までに集合していない場合は、申込

みをされていても乗車できません。

申込み・お問い合わせ　
教育委員会社会教育課（両津支所内）

☎27-4185

主催：佐渡スキー協会　

共催：佐渡市・佐渡市教育委員会

後援：新潟交通佐渡(株)

佐渡スポーツハウス冬期教室生募集

文化財は地域の宝　　
　　　　消防訓練を実施します

平スキー場　市民感謝デー

無料

健康づくり・体力づくり！

佐渡スポーツハウスで 冬こそ身体を伸び伸びと！

冬も佐渡スポーツハウスで健康増進！

平日（火～金） 13：00～20：00
土曜日 10：00～20：00
日・祝日 10：00～17：00
※温水プール 毎週月曜定休日

室内温水プール営業

8：30～21：30

トレーニング室・体育館　

12月～3月は営業していません

人工芝テニスコート　

案内図

レルヒさん、トッ
キッキも来るよ☆

レルヒさん

至 金井至 金井

至 小木 新町 至 佐和田

至 畑野

真野小学校

佐渡スポーツハウス

真野中学校
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東京河崎会　創立50周年記念大会開催
　小春日和に恵まれた、去る11月27日(日)、第50回東京河崎会総
会・懇親会が、東京都新宿区信濃町のジョン万次郎アトレヴィ信濃町店
で開催され、196名の方々が参加した。第1部総会では、東京河崎会 
織田末夫会長の挨拶があり、昭和37年12月、初代代表“牧野勇一翁”
をはじめとする方々により第1回が「河崎会」として開催されて以来、ふ
るさとの発展とふるさとを離れた同郷人達の親睦を図るたゆまぬ努
力が続けられて来た沿革の紹介が行われた。続いて、平 辰顧問、佐
渡市長代理甲斐元也副市長、首都圏佐渡連合会摩尼義晴会長、川口
徳一元両津市長の挨拶がなされた。特別会員紹介では、昨年の“日
展”で内閣総理大臣賞を受賞された羽二生出身の親松英治氏、また東
京河崎会総会へ連続15年参加された女性会員３名が表彰された。
　第2部懇親会では、佐渡市役所両津支所増野敏弘支所長、河崎実
業クラブ古保正美会長の挨拶が行われた。河崎実業クラブは今年30
周年を迎え、会員代表７名の方々が参加され、東京河崎会会員の
方々との交流に華を咲かせた。鬼太鼓演舞として、河崎神社の“河
崎鬼組”の面々による勇壮な舞が披露された。サンミュージック、
上杉香緒理歌手によるミニリサイタルが行われ、参加者一同から大
きな声援が贈られた。定刻を大幅に過ぎての松木伸夫副会長による
中締め挨拶を以って、次回の再会を約束して散会した。

（文責：佐渡市東京事務所　榎谷端夫）

　学校と地域が連携することの意義を学校現場からの声を交えて聞き、また地域諸団体により提供可能

な、学校と子どもに対するプログラムを知ることで、学校と地域の今後の連携を一緒に考えます。どな

たでもご参加いただけます。ぜひお越しください。

日時　2月4日（土）午後1時30分～4時30分　会場　伝統文化と環境福祉の専門学校（千種丙202番地1）
定員　50名　　参加費　無料
申込締切・方法　1月27日（金）までに、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、
　　　　　　　　FAXまたはメールにてお申し込みください。

内容　＜第1部＞　基調講演　佐渡市立金井吉井小学校　校長　甲斐浩之
　　　　　　　　「学校と地域との連携の現状」～地域と学校のネットワークづくり～

　　　＜第2部＞　学校と一緒につくる地域活動体験プログラム見本市

　　　　　　　　※第２部は申込みなしでも、ご自由にご覧いただけます。（午後2時50分～3時55分）

主催：特定非営利活動法人 新潟NPO協会　　共催：伝統文化と環境福祉の専門学校
後援：新潟県教育委員会、佐渡市教育委員会
申込み・お問い合わせ　
　新潟NPO協会　佐渡事務所（担当：小林）

　☎090-2551-4712　FAX025-281-0014　メールinfo@nan-web.org

　昨年、両津地区で復活したカラオ

ケ大会を今年も開催します。両津地

区在住の方はもちろん、両津地区の

事業所に勤務している方まで幅広い

出場者！住民相互の親睦を深める大

会です。地元のスターをみんなで応

援し、盛り上がりましょう。

日時　2月12日（日）午後１時から
会場　両津文化会館
入場料　全席自由　500円
チケットのお求めは　アミューズメン
ト佐渡、社会教育課（両津支所２階）、

両津地区公民館、丸屋書店（両津）まで

お問い合わせ　アミューズメント佐渡
　第2回両津地区カラオケ大会事務局

　☎52－2001

河崎鬼組　演舞

第２回両津地区カラオケ大会

織田末夫会長　挨拶

～ 学校と一緒につくる地域活動体験プログラム見本市 ～
学校と地域を結ぶ あめつちの日in佐渡

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 11.18～12.12届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

11.13

11.17

11.25

11.25

11.30

11.14

11.30

11.13

11.15

11.15

11.16

雅己

賢一

光一

彰

淳志

悌宏

将太

泰寛

三信

克巳

大樹

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

加茂歌代

赤玉

梅津

梅津

下久知

後尾

相川大浦

河原田本町

市野沢

沢根町

河原田本町

（さえ）

（ありさ）

（しゅうや）

（きずな）

（こうき）

（ゆりあ）

（そら）

（ゆたか）

（あん）

（ふうま）

（ここな）

山　田　咲　依

濱　﨑　有　紗

中　村　秀　哉

佐　嶋　　　絆

渡　部　航　希

須　田　優理愛

山　本　蒼　空

大　　　　　豊

山　内　亜　杏

近　藤　楓　真

髙　橋　心　花

11.17

11.18

11.20

11.21

11.22

11.23

11.25

11.26

11.28

11.28

11.29

11.30

12.2

12.6

12.7

12.7

12.8

12.9

12.12

11.25

11.26

11.28

12.9

12.10

12.11

11.23

11.27

11.28

11.29

12.5

12.5

12.7

12.10

11.21

69

90

45

100

74

96

99

23

91

81

76

75

62

87

83

60

86

95

71

80

42

73

85

48

100

87

78

85

79

95

80

82

75

97

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

梅津

野浦

北小浦

旭

下久知

加茂歌代

白瀬

歌見

両津夷

春日

水津

加茂歌代

椿

久知河内

北小浦

河崎

城腰

両津夷

原黒

相川大浦

稲鯨

相川下戸村

北狄

戸中

相川下戸炭屋町

窪田

窪田

沢根五十里

沢根篭町

上矢馳

石田

河原田諏訪町

二宮

泉

佐　藤　一　夫

臼　杵　　　司

橋　本　政　美

奈　良　琴　子

菊　池　芳　三

榎　　　ツ　マ

髙　野　ハ　マ

藤　井　秀　樹

瀧　本　　　一

田　中　正　夫

下　谷　明　子

清　田　ハルエ

大河内　　　拡

石　川　　　清

竹　森　正　男

本　間　正　直

三　浦　ツヤコ

峰　岸　す　い

本　間　正　弘

渡　部　　　勉

岩　﨑　克　成

山　下　昭　治

斎　藤　ミヤ子

中　村　光　子

小　野　英　三

岩　﨑　喜　一

畑　山　和　子

名　畑　ミ　ヨ

佐　藤　　　秋

土　屋　モ　ト

本　間　　　實

本　間　和　夫

本　間　　　　

榊　原　チ　ヨ

12.4

12.6

12.8

12.8

11.25

11.27

12.9

12.11

11.18

11.22

11.25

12.1

12.2

11.18

11.24

11.24

11.28

12.3

12.6

12.9

12.9

11.25

11.27

12.11

12.12

11.22

11.25

12.3

11.20

11.20

11.23

12.3

12.4

12.11

83

83

83

80

77

71

90

87

85

80

91

92

76

87

90

78

67

81

79

84

86

86

77

80

89

82

84

80

94

95

83

76

91

74

金　井

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

小　木

　〃

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

赤　泊

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

三瀬川

中興

中興

泉

新穂正明寺

新穂大野

上新穂

上新穂

三宮

多田

畑野

畑野

三宮

真野新町

西三川

下黒山

田切須

真野新町

真野新町

真野新町

竹田

小木町

小木町

小木町

宿根木

羽茂上山田

羽茂本郷

羽茂大崎

赤泊

三川

外山

三川

徳和

南新保

渡　邉　弥　市

仲　川　　　勇

髙　橋　　　子

北　見　逸　郎

本　多　與八郎

本　間　專　市

本　間　サ　ダ

松　田　村　雄

矢　田　タ　ツ

本　間　福　治

中　川　ハツエ

余　湖　ミ　ヨ

矢　田　テ　ル

五　島　芳　野

住　　　正　子

藤　井　誠　一

菊　地　雅　之

金　子　愛　子

髙　橋　重　男

池　田　ア　イ

志　和　キヨエ

福　井　琉璃子

末　武　キヨ子

佐　藤　フジノ

仲　川　テ　ル

嶋　倉　勝　已

度　會　辰　雄

葛　原　太久美

信　田　シ　カ

眞　田　カ　ン

大　川　　　二

木　戸　政　雄

多　聞　ミ　キ

小　山　由太郎

11.17

11.20

11.20

11.21

11.27

11.20

11.21

11.22

11.14

11.23

12.3

11.7

勉

響

久孝

守朗

桂司

弘陽

祥二

隆幸

葵

大樹

亘

寿紀

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

真　野

小　木

羽　茂

　〃

　〃

赤　泊

中原

長木

中原

上矢馳

河原田本町

中興

長石

小木町

羽茂小泊

羽茂小泊

羽茂本郷

赤泊

（ゆい）

（かんな）

（けいと）

（けいたつ）

（あいる）

（りく）

（みお）

（ゆうせい）

（るか）

（あきと）

（けんご）

（いつき）

後　藤　結　衣

吉　良　環　和

戸　田　圭　音

磯　部　恵　龍

江　原　愛　流

熊　木　理　空

柴　原　　　澪

後　藤　雄　惺

岡　﨑　瑠　花

　　西　明　仁

庵　原　健　吾

本　間　　　樹

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

〈 おわびと訂正 〉

　市報さど12月号の「戸籍の窓」に間違いがありました。正しくは次のとおりです。おわびして訂正します。

 （おくやみ）　両津湊　濵端照子さん　84才　ご命日10月27日
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市の面積　855.31㎢（平成22年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）《デジタル112ch》で、　　
生まれたばかりの元気な赤ちゃんを紹介します

毎週月曜日 午後５時から「さどチャン」内で放送中！
　　　再放送：月曜日の19:30、21:00、22:00、23:00、翌朝6:30～
※撮影を希望される方は、火･金曜日の午後２時に佐渡総合病院４階東病棟授乳
室にお集まりください。撮影するのは赤ちゃんのみです。放送日は、お子さ
まの生まれた翌週月曜日となります。

お問い合わせ　市役所地域振興課 情報センター室　
　　　　　　　CNSテレビ（真野行政サービスセンター内）　☎51－2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯

　通行止め、観光イベント情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

「こんにちは赤ちゃん」　

火災注意！火災注意

「人権の花」運動
～ 大きな花が咲きました ～

◆佐渡市消防本部　予防課　☎51-0123

国中地区で、11月から相次いで住宅火災が発生しました。原因はいず

れも、火の取扱いの不注意によるものと推測されます。寒さが厳しい

この時季、暖房器具の使用や、火の取扱いには十分注意しましょう。

　佐渡人権啓発活動地域ネットワーク協議会（佐渡市・新潟地方法務局佐渡支局・佐渡人権擁護委員協議会）で

は、幼稚園・小学生のみなさんがお互いに協力し花を育てることを通して情操を豊かにし、人権思想の理解を体

得してもらうことを目的とした「人権の花」運動を実施しています。「人権の花」をいっぱい咲かせてくれた、

幼稚園・小学校のみなさん、ありがとうございました。

平成23年度「人権の花」運動に取り組んだ幼稚園と小学校　
あいかわ幼稚園　さわた幼稚園　小木幼稚園　両尾小学校　河崎小学校　加茂小学校　浦川小学校　七浦小学校

高千小学校　河原田小学校　二宮小学校　金井小学校　行谷小学校　畑野小学校　後山小学校　真野小学校

羽茂小学校　川茂小学校　

火災を起こさないための注意点
・たばこの吸い殻は水につけて処理！
・風呂釜やこんろ、暖房器具周りの整理整頓！
・石油ストーブの給油は必ず火を消してから！
・こんろから離れるときは、必ず火を消す！
・いざというときのために、住宅用火災警報器や消火器の設置！

◆佐渡人権擁護委員協議会（新潟地方法務局佐渡支局内）☎74－3787

真野小学校 浦川小学校 羽茂小学校

！
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